
























































































































































































図 6 奥池(筆者撮影)  
図 5 開森橋左岸袂 安時翁の碑 
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「をちこちの たつきもしらぬ 山中に おぼつかなくも よぶことりかな」 
「ひぐらしの なきつるなへに 日は暮れぬと みしは山のかげにざりける」 
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1) 柳田国男 1963『定本柳田国男集第 12 巻』筑摩書房 
2) 梅原猛 1981『水底の歌-柿本人麻呂論』新潮社 
3) 井沢元彦 1983『猿丸幻視行』講談社文庫 
4) 福井孝典 2003『天離る夷の荒野に』作品社 
5) 三好正文 2000『猿丸大夫は実在した!!百人一首と猿丸大夫の歴史学』創風社 











（2016 年 10 月 24 日、生活美学研究所本年度関西文化研究会における講演に基づく） 
コーディネーター 武庫川女子大学文学部教授 管  宗 次 
－ 99 －
